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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　アルミニウム合金をアルカリ金属の水酸化物溶液に溶解することによって、アルミニウ

ム溶解液を生成する溶解工程と、

　原料としての前記アルミニウム溶解液、活性フィラー、及びアルカリシリカ溶液を混錬

することによって、アルカリ活性材料を生成する混錬工程と、

　前記アルカリ活性材料を型に充填して養生することによって、固化体を作製する固化工

程を含み、

　前記固化体のアルミニウムに対するケイ素の含有ｍｏｌ比率は、１．８以上であり、か

つ、前記固化体に対するアルミニウムの含有量は、８．０［ｗｔ％］未満であることを特

徴とする固化体の作製方法。

【請求項２】

　請求項１に記載の固化体の作製方法において、

　前記アルカリ活性材料の原料となるアルミニウムとして、放射化された前記アルミニウ

ム合金、または放射性物質が付着した前記アルミニウム合金のみを含むことを特徴とする

固化体の作製方法。

【請求項３】

　請求項２に記載の固化体の作製方法において、

　前記活性フィラーが、非晶質シリカを含むことを特徴とする固化体の作製方法。

【請求項４】
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　 請 求 項 ３ に 記 載 の 固 化 体 の 作 製 方 法 に お い て 、

　 前 記 活 性 フ ィ ラ ー が 、 シ リ カ ヒ ュ ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 固 化 体 の 作 製 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 化 体 の 作 製 方 法 に お い て 、

　 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 か ら 不 純 物 を 分 離 す る 分 離 工 程 を 含 み 、

　 前 記 混 錬 工 程 に お い て 、 前 記 不 純 物 が 分 離 さ れ た 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 と 、 前 記 活 性

フ ィ ラ ー と 、 前 記 ア ル カ リ シ リ カ 溶 液 と を 混 錬 す る こ と を 特 徴 と す る 固 化 体 の 作 製 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 廃 棄 物 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 固 化 体 の 作 製 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 放 射 性 雑 固 体 廃 棄 物 の 埋 設 技 術 基 準 で は 、 ド ラ ム 缶 内 に 健 全 性 を 損 な う 物 質 を 含 ま な い

こ と 、 及 び 最 大 放 射 能 濃 度 を 超 え な い こ と が 重 要 な 要 件 と な っ て い る 。 通 常 の 放 射 性 雑 固

体 廃 棄 物 （ 例 え ば 、 鉄 系 金 属 、 コ ン ク リ ー ト 、 ガ ラ ス 等 ） は 、 ド ラ ム 缶 内 に 格 納 し て コ ン

ク リ ー ト 等 の 充 填 剤 を 充 填 す る こ と に よ っ て 、 基 準 に 適 合 し た 固 化 体 の 作 製 が 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 放 射 化 も し く は 放 射 性 物 質 に よ っ て 汚 染 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム （ 以 下 、 「

放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 」 と 表 記 す る 。 ） は 、 化 学 的 性 質 上 、 コ ン ク リ ー ト 等 の ア ル カ リ 性 物

質 と 反 応 す る と 水 素 ガ ス が 発 生 し 、 固 化 体 を 破 損 さ せ る こ と か ら 、 難 廃 棄 物 と し て 分 類 さ

れ て い る 。 そ の た め 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム は 、 固 化 体 の 作 製 が 行 わ れ ず 、 原 子 力 施 設 等 の

管 理 区 域 内 に 保 管 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 近 年 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 コ ン ク リ ー ト を 代 替 す る 材 料 と し て 、

ア ル カ リ 活 性 材 料 （ 所 謂 、 ジ オ ポ リ マ ー ） が 注 目 さ れ て い る 。 ジ オ ポ リ マ ー は 、 主 に 建 築

資 材 と し て 開 発 さ れ た も の で あ る が 、 組 成 の 柔 軟 性 、 耐 熱 性 、 化 学 的 安 定 性 、 耐 放 射 線 性

等 、 放 射 性 廃 棄 物 を 固 化 す る 材 料 と し て の 適 性 も あ る と 考 え ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ３ ９ ４ ４ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ９ ６ ８ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ に は 、 ジ オ ポ リ マ ー で 放 射 性 物 質 を 固 化 で き る と 記 載 さ れ て

い る に 留 ま り 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム を ジ オ ポ リ マ ー で 固 化 す る 具 体 的 な 方 法 が 開 示 さ れ て

い る と は 言 い 難 い 。 特 に 、 固 化 体 の 総 数 を 削 減 す る た め に は 、 固 化 体 １ 個 当 た り に 含 ま れ

る 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 量 を 増 や す こ と が 重 要 と な る 。 な お 、 こ の よ う な 課 題 は 、 放 射 性 ア

ル ミ ニ ウ ム の み な ら ず 、 一 般 廃 棄 物 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム に も 当 て は ま る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む

ア ル カ リ 活 性 材 料 を 固 化 す る 場 合 に お い て 、 廃 棄 物 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 を 増 や

す 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 一 形 態 に 係 る 固 化 体 の 作 製 方 法 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を ア ル カ リ 金 属 の 水 酸 化

物 溶 液 に 溶 解 す る こ と に よ っ て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 を 生 成 す る 溶 解 工 程 と 、 原 料 と し て
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の 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 、 活 性 フ ィ ラ ー 、 及 び ア ル カ リ シ リ カ 溶 液 を 混 錬 す る こ と に よ

っ て 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 を 作 製 す る 混 錬 工 程 と 、 前 記 ア ル カ リ 活 性 材 料 を 型 に 充 填 し て 養

生 す る こ と に よ っ て 、 固 化 体 を 作 製 す る 固 化 工 程 を 含 み 、 前 記 固 化 体 の ア ル ミ ニ ウ ム に 対

す る ケ イ 素 の 含 有 ｍ ｏ ｌ 比 率 は 、 １ ． ８ 以 上 で あ り 、 か つ 、 前 記 固 化 体 に 対 す る ア ル ミ ニ

ウ ム の 含 有 量 は 、 ８ ． ０ ［ ｗ ｔ ％ ］ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む ア ル カ リ 活 性 材 料 を 固 化 す る 場 合 に お い て 、 廃 棄

物 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 を 増 や す こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 放 射 性 固 化 体 の 作 製 方 法 の 工 程 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 ア ル ミ ニ ウ ム に 対 す る ケ イ 素 の 含 有 比 率 と 、 放 射 性 固 化 体 の 平 均 圧 縮 強 度 と の 関

係 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 放 射 性 固 化 体 に 対 す る ア ル ミ ニ ウ ム の 充 填 量 と 、 放 射 性 固 化 体 の 平 均 圧 縮 強 度 と

の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 放 射 性 固 化 体 の 作 製 方 法 を 説 明 す る 。 図 １ は

、 放 射 性 固 化 体 の 作 製 方 法 の 工 程 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 以 下 に 記 載 す る 本 発 明 の 実 施 形

態 は 、 本 発 明 を 具 体 化 す る 際 の 一 例 を 示 す も の で あ っ て 、 本 発 明 の 範 囲 を 実 施 形 態 の 記 載

の 範 囲 に 限 定 す る も の で は な い 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 実 施 形 態 に 種 々 の 変 更 を 加 え て 実 施

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 放 射 性 固 化 体 の 作 製 方 法 は 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 原 料 と し て 、

ア ル カ リ 活 性 材 料 （ 所 謂 、 ジ オ ポ リ マ ー ） の 固 化 体 を 作 製 す る 方 法 で あ る 。 但 し 、 本 発 明

は 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 原 料 に す る 「 放 射 性 固 化 体 の 作 製 方 法 」 に 限 定 さ れ ず 、 一

般 廃 棄 物 と し て の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 原 料 と す る 「 固 化 体 の 作 製 方 法 」 と し て も 利 用 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム に 添 加 物 （ 例 え ば 、 Ｆ ｅ 、 Ｍ ｎ 、 Ｃ ｕ

、 Ｍ ｇ 、 Ｓ ｉ 等 ） が 添 加 さ れ た も の で あ る 。 典 型 的 に は 、 １ ０ ０ ０ 番 系 、 ５ ０ ０ ０ 番 系 、

ま た は ６ ０ ０ ０ 番 系 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 該 当 す る が 、 こ れ に は 限 定 さ れ な い 。 ア ル ミ ニ

ウ ム 合 金 中 の 添 加 物 の 含 有 比 率 は 、 ０ ． １ ～ ５ ％ 、 よ り 典 型 的 に は 、 ０ ． ５ ～ ２ ％ 程 度 で

あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 例 え ば 、 試 験 研 究 炉 の 格 納 容 器 の 材 料 と し て 用 い ら れ る 他 、 商 用

発 電 炉 で も 利 用 さ れ て い る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 の 対 象 と な る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 は 、 こ れ

ら の 原 子 炉 か ら 廃 棄 物 と し て 廃 棄 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム と は 、 放

射 化 さ れ て 自 ら 放 射 能 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に 限 定 さ れ ず 、 放 射 性 物 質 が 付 着 し た ア

ル ミ ニ ウ ム 合 金 も 含 む も の と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま ず 、 図 １ に 示 す よ う に 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 溶 解 し

て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 （ ア ル ミ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ） を 生 成 す る （ Ｓ １ ） 。 ア ル ミ ニ ウ ム 溶

解 液 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の う ち 、 ア ル ミ ニ ウ ム が 溶 解 し て イ オ ン 化 す る と 共 に 、 添 加

物 が 溶 解 せ ず に 固 体 と し て 残 る 。 こ の 工 程 は 溶 解 工 程 の 一 例 で あ る 。 な お 、 溶 解 工 程 で は

、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 代 え て 、 ナ ト リ ウ ム 以 外 の ア ル カ リ 金 属 （ 典 型 的 に は 、 カ リ ウ

ム ） の 水 酸 化 物 溶 液 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 次 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 添 加 物 で 且 つ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 溶 解 し な か っ た 物 質 （
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以 下 、 「 不 純 物 」 と 表 記 す る 。 ） を 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 か ら 分 離 す る （ Ｓ ２ ） 。 不 純 物

を 分 離 す る 方 法 と し て は 、 周 知 の あ ら ゆ る 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 吸 引

濾 過 や フ ィ ル タ ー プ レ ス な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ の 工 程 は 分 離 工 程 の 一 例 で あ る

。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 、 不 純 物 が 分 離 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 と 、 活 性 フ ィ ラ ー と 、 ア ル カ リ シ リ カ 溶

液 と を 混 錬 す る こ と に よ っ て 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 が 生 成 さ れ る （ Ｓ ３ ） 。 活 性 フ ィ ラ ー は

、 非 晶 質 シ リ カ を 含 み 且 つ ア ル ミ ニ ウ ム を 含 ま な い 物 質 で あ っ て 、 例 え ば 、 シ リ カ ヒ ュ ー

ム （ 二 酸 化 ケ イ 素 ） を 採 用 す る こ と が で き る 。 ア ル カ リ シ リ カ 溶 液 は 、 例 え ば 、 ケ イ 酸 ナ

ト リ ウ ム 、 ケ イ 酸 カ リ ウ ム で あ っ て 、 Ｓ １ の ア ル カ リ 金 属 と 同 じ ア ル カ リ 金 属 を 含 む 。 こ

の 工 程 は 、 混 錬 工 程 の 一 例 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 よ り 詳 細 に は 、 ま ず 化 学 式 １ の よ う に 、 シ リ カ ヒ ュ ー ム が ア ル カ リ 刺 激 を 受 け て 、 モ ノ

マ ー 化 す る 。 次 に 、 化 学 式 ２ の よ う に 、 モ ノ マ ー 化 し た シ リ カ ヒ ュ ー ム と ア ル ミ ニ ウ ム 溶

解 液 と が 脱 水 縮 重 合 し て 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 が 生 成 さ れ る 。 ま た 、 ア ル カ リ 金 属 （ 化 学 式

２ で は 、 Ｋ ） は 、 ４ 価 の Ｓ ｉ に 対 す る ３ 価 の Ａ ｌ の 補 償 に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

【 化 １ 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 化 ２ 】

【 ０ ０ ２ １ 】

10



(5) JP  7601329  B2  2024.12.17

　 こ こ で 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 は 、 原 料 と し て ア ル ミ ニ ウ ム を 必 要 と す る の で 、 ア ル ミ ニ ウ

ム を 含 む 活 性 フ ィ ラ ー を 原 料 と し て 用 い る の が 一 般 的 で あ る 。 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態

で は 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 溶 解 さ せ た ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 液 と 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 ま

な い 活 性 フ ィ ラ ー と 、 ア ル カ リ シ リ カ 溶 液 と を 、 原 料 と し て 用 い て い る 。 す な わ ち 、 本 実

施 形 態 に 係 る ア ル カ リ 活 性 材 料 の 原 料 と な る ア ル ミ ニ ウ ム は 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の

み で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 を 型 に 充 填 し て 養 生 す る こ と に よ っ て 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム を

含 む 固 化 体 （ 以 下 、 「 放 射 性 固 化 体 」 と 表 記 す る 。 ） を 作 製 す る （ Ｓ ４ ） 。 よ り 詳 細 に は

、 「 養 生 」 と は 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 を 充 填 し た 型 を 密 封 し 、 ２ ０ ～ ８ ０ ℃ （ 例 え ば 、 ６ ０

℃ ） で 半 日 ～ １ 週 間 程 度 （ 例 え ば 、 ４ 日 間 ） の 時 間 を か け て 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム を 固 化

さ せ る 化 学 反 応 （ 脱 水 縮 重 合 ） を 促 進 す る 処 理 で あ る 。 こ の 工 程 は 固 化 工 程 の 一 例 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 放 射 性 固 化 体 の 作 製 方 法 の 効 果 を 確

認 す る 実 験 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム に 対 す る ケ イ 素 の 含 有 比 率 （ 以 下 、

「 ケ イ 素 ／ ア ル ミ 比 」 と 表 記 す る 。 ） と 、 放 射 性 固 化 体 の 平 均 圧 縮 強 度 と の 関 係 を 示 す 図

で あ る 。 図 ３ は 、 放 射 性 固 化 体 に 対 す る ア ル ミ ニ ウ ム の 充 填 量 と 、 放 射 性 固 化 体 の 平 均 圧

縮 強 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム に 対 す る ケ イ 素 の 含 有 比 率 を １ ． ０ ～ ２ ． ２ ま で 変 動 さ せ （ 図 ２ ） 、 且 つ

放 射 性 固 化 体 に お け る ア ル ミ ニ ウ ム の 充 填 量 を ７ ． ３ １ ～ ９ ． ２ ７ ［ ｗ ｔ ％ ］ ま で 変 動 さ

せ て （ 図 ３ ） 、 上 記 の 方 法 で 作 製 し た 複 数 の 放 射 性 固 化 体 の 平 均 圧 縮 強 度 を 計 測 す る 実 験

を 行 っ た 。 な お 、 プ ロ ッ ト “ ● ” は 、 ア ル ミ ニ ウ ム に 対 す る ナ ト リ ウ ム の 含 有 比 率 （ 以 下

、 「 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 」 と 表 記 す る 。 ） を １ ． ０ と し た 場 合 の 実 験 結 果 で あ る 。 ま た

、 プ ロ ッ ト “ ▲ ” は 、 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 を １ ． １ と し た 場 合 の 実 験 結 果 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 放 射 性 固 化 体 に は 、 貯 蔵 時 に 破 損 し て 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム が 露 出 す る の を 防 止 す る た め

に 、 あ る 程 度 の 強 度 が 求 め ら れ る 。 一 方 、 放 射 性 固 化 体 の 総 量 を 少 な く す る た め に は 、 放

射 性 固 化 体 に お け る ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 を 増 や す 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 の 観 点 で 図 ２ を 参 照 す る と 、 ケ イ 素 ／ ア ル ミ 比 が １ ． ８ 以 上 の 場 合 と １ ． ８ 未 満 の

場 合 と で は 、 平 均 圧 縮 強 度 に 大 き な 差 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 す な わ ち 、 放 射 性 固 化 体

に 十 分 な 平 均 圧 縮 強 度 を 付 与 す る に は 、 ケ イ 素 ／ ア ル ミ 比 を １ ． ８ 以 上 と す る の が 望 ま し

い 。 ま た 、 放 射 性 固 化 体 の 総 量 を 少 な く す る た め に は 、 ケ イ 素 ／ ア ル ミ 比 が １ ． ８ に 近 い

の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 上 記 の 観 点 で 図 ３ を 参 照 す る と 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 充 填 量 が ８ ． ０ 未 満 の 場 合 と ８

． ０ 以 上 の 場 合 と で は 、 平 均 圧 縮 強 度 に 大 き な 差 が あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 す な わ ち 、 放

射 性 固 化 体 に 十 分 な 平 均 圧 縮 強 度 を 付 与 す る に は 、 放 射 性 固 化 体 に 対 す る ア ル ミ ニ ウ ム の

含 有 量 を ８ ． ０ ［ ｗ ｔ ％ ］ 未 満 と す る の が 望 ま し い 。 ま た 、 放 射 性 固 化 体 の 総 量 を 少 な く

す る た め に は 、 放 射 性 固 化 体 に 対 す る ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 が ８ ． ０ ［ ｗ ｔ ％ ］ に 近 い の

が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 ＝ １ ． ０ に 限 定 し て 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 す る と 、 ケ イ 素 ／

ア ル ミ 比 が １ ． ６ 以 上 の 全 て の プ ロ ッ ト “ ● ” で 平 均 圧 縮 強 度 が １ ． ０ ［ Ｍ Ｐ ａ ］ を 超 え

、 ア ル ミ ニ ウ ム の 充 填 量 が ８ ． ２ ５ 以 上 の 全 て の プ ロ ッ ト “ ● ” で 平 均 圧 縮 強 度 が １ ． ０

［ Ｍ Ｐ ａ ］ を 超 え て い る 。 す な わ ち 、 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 を １ ． ０ に す る こ と に よ っ て

、 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 が １ ． １ の 場 合 と 比 較 し て 、 平 均 圧 縮 強 度 の 向 上 と ア ル ミ ニ ウ ム

の 含 有 量 の 増 大 と を 両 立 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 但 し 、 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 を １ ． ０ に す る と 、 溶 解 工 程 で 全 て の ア ル ミ ニ ウ ム が イ オ

ン 化 し な い 可 能 性 が あ る 。 そ の た め 、 溶 解 工 程 で 全 て の ア ル ミ ニ ウ ム を イ オ ン 化 さ せ る 観

点 で は 、 ナ ト リ ウ ム ／ ア ル ミ 比 は １ ． ０ よ り 高 い こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 の 原 料 と し て

用 い た 。 こ れ に よ り 、 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 の 被 固 化 物 と し 、 ア

ル カ リ 活 性 材 料 の 原 料 と し て ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 活 性 フ ィ ラ ー （ 例 え ば 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ

、 メ タ カ オ リ ン ） を 用 い る 場 合 と 比 較 し て 、 ア ル カ リ 活 性 材 料 中 の 放 射 性 ア ル ミ ニ ウ ム の

含 有 量 を 増 や す こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 固 化 体 の 総 量 が 減 少 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 非 晶 質 シ リ カ を 含 む 活 性 フ ィ ラ ー を 用 い る こ と に よ っ

て 、 化 学 式 １ で 示 さ れ る 反 応 を ス ム ー ズ に 進 行 さ せ る こ と が で き る 。 同 様 に 、 液 体 の ア ル

ミ ニ ウ ム 溶 解 液 を ア ル カ リ 活 性 材 料 の 原 料 と す る こ と に よ っ て 、 化 学 式 ２ で 示 さ れ る 反 応

を ス ム ー ズ に 進 行 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に 含 ま れ る 元 素 の う ち 、 放 射 化 し た ア ル ミ ニ ウ ム の 半 減 期 は 主

な 添 加 物 と 比 較 し て 短 い の で 、 放 射 能 を 有 す る の は 水 酸 化 物 溶 液 に 溶 解 し な い 不 純 物 が ほ

と ん ど で あ る 。 そ こ で 上 記 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 混 錬 工 程 に 先 立 っ て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解

液 か ら 不 純 物 を 分 離 す る こ と に よ っ て 、 放 射 性 固 化 体 の 放 射 能 濃 度 を 低 下 さ せ る こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 さ ら に 、 ケ イ 素 ／ ア ル ミ 比 を １ ． ８ 以 上 で 且 つ １ ． ８ に 近 い 値 に 設 定 す る こ と に よ っ て

、 平 均 圧 縮 強 度 の 向 上 と ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 の 増 大 と を 両 立 す る こ と が で き る 。 同 様 に

、 放 射 性 固 化 体 に 対 す る ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 を ８ ． ０ ［ ｗ ｔ ％ ］ 未 満 で 且 つ ８ ． ０ ［ ｗ

ｔ ％ ］ に 近 い 値 に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 平 均 圧 縮 強 度 の 向 上 と ア ル ミ ニ ウ ム の 含 有 量 の

増 大 と を 両 立 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 等 に つ い て 説 明 し た が 、 実 施 例 で の 条 件 は 、 本 発 明 の 実 施 可 能

性 及 び 効 果 を 確 認 す る た め に 採 用 し た 一 条 件 例 で あ り 、 本 発 明 は 、 こ の 一 条 件 例 に 限 定 さ

れ る も の で は な い 。 本 発 明 は 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 せ ず 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る 限 り に

お い て 、 種 々 の 条 件 を 採 用 し 得 る も の で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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